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「Claireは93歳。夫Haroldの話をすると目が輝く。しか
しその夫はもうこの世にはいない。それでも、それはか
まわない。人生とは永遠に続くものではないということ
を受け入れることだから。
亡くなってどれくらい経つのですか、と聞くと『60年近
くになる』という答え。事故で35歳の時に先立たれた。結婚して５年、子ど
もが二人という時だった。つらい日々が続いたが、この世にはいないけれど、
そばにいてくれるとわかっていたから乗り越えることができた、という。
『再婚しなかったのですか』と尋ねると、『夫は完璧だった。他に夫を求める必
要なんてなかった』という答え。『結婚してわずか５年で、子どもが二人残さ
れたら、普通はとても辛いと思うはずなのに、どうしてそんなに幸せなのか信
じられない』と言うと、次の答えが返ってきた。
“How could I possibly be bitter?  At one time in my life, I had something that 
women search their entire lives for, and many never find: true love.  I would have 
been happy with a single day, but I had it for five entire years!  How could I be 
anything but thankful?”
どうして辛い思いになれるでしょう。わたしの人生のある時、女性が生涯求め
て、その多くの女性が手に入れることができないものを、わたしは手にしてい
たから。True loveです。True loveであればたった１日でも幸せなのに、わた
しは５年も一緒だった。感謝するしかありません。」

　洗足で過ごした30年間、英語の授業であるいはホームルームでこのような話
をしてきました。ぼく自身はProfessor of loveになることが夢であると語ってき
ました。また卒業生の結婚式では必ずと言っていいほど、次のある男のエピソー
ドを伝えてきました。

「妻とフィラデルフィアにいた頃、SUCCESSFUL MARRIAGEと書かれた広告
が目にとまった。それには夫婦がお互いに必ず言うべき言葉が書かれていた。
まず、“You look great.”（今日もきれいだね）
次に“Can I help?”（手伝ってあげようか）
そして“Let’s eat out.”（たまには外食もいいですね）
第4は“I was wrong.”（ぼくが悪かった）なかなか言えない言葉です。
第5は “I am sorry.”　けんかしているときに意地を張っていると言えないもの
ですが、素直に謝りましょう。
そして最後に最も大切な言葉　“I love you.”
これを守れば結婚はうまくいきますよ、と結ばれていて、私たち夫婦はそれを
守り、すばらしい結婚生活を送ることができた。二人が過ごした月日は53年
と2ヶ月と5日。妻はもうこの世にいないけれど、神様の庭で必ず探し出して、
まずこう言うつもりだ。　“And the first thing I’m going to do is ask her if she 
would marry me, and do it all over again.”」

　工業化学から英米文学へと180度の転換をした10代、英語ニュースライター
から都立高校教員へと転職した20代、都立高校から洗足へ転職した30代、そし
て30年余りを過ごした洗足に一応のサヨナラ。洗足での30年はたくさんの思い
出であふれています。すべて卒業生に感謝です。これから70代、80代になって
も「生きていてよかった」と思える人生を過ごしていく、そのためにも、どんな
小さなことでも覚えていて、愛する人たちのために生きていければと思います。
人生で大切な４つのL― Live, love, learn and laughを心で唱えながら、そして洗
足での日々に心から感謝しながら。
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ん
の
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躍
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、
在
校
生
た
ち
の

大
い
な
る
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み
と
な
り
ま
す
。
日
本
は
新
し
い
時

代
を
迎
え
ま
し
た
。
洗
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の
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っ

て
も
、
活
躍
の
場
が
ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と
を

願
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い
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。
若
尾
会
の
皆
さ
ん
が
日
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中
、

世
界
中
（
も
し
か
し
た
ら
宇
宙
も
？
）
で
活
躍
す
る

こ
と
を
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
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1969 ～71年
学園祭パンフレット

若尾会音輪会賞受賞者は弦楽器部門で
吉村妃鞠さん（小1）、ピアノ部門で
和田那月さん（高２）でした。

洗足学園創立百周年記念館開設に関わる
資料のご提供・ご寄贈のお願い

学園では創立百周年（2024 年）に向けて、洗足学園百周年記念館開設（既存の建

物の一部改装）を計画しております。皆様のお手元に学園記念の品や思い出の品
等ございましたらご提供いただけましたら幸いです。

連絡先 　洗足学園百周年記念館　木曽 正之　044 - 856 -2711

平塚裁縫女学校校舎

東京空襲で全焼した校舎跡地

1940年　校門の前で　前田若尾先生

1929年制定の制服 1949年頃制定の制服

1965年　第一中高校舎

第20回
洗足学園ジュニア
音楽コンクール

　ご来賓の皆様、先生方、保護者の皆様、そして在校生の皆さん、先日は私達の門出を祝福
して頂き本当にありがとうございました。卒業後、目まぐるしく周りの環境が変わる中で、
洗足での6年間がどれ程貴重で、どれ程有意義なものであったかを痛感しています。友人と
切磋琢磨し合いながら、勉強はもちろん文化祭や体育祭などの行事や部活に至るまで全力で
取り組めたことは、私達にとってかけがえのない宝物になりました。それが可能になったの
も、保護者の皆様をはじめとする周りの方々のサポートがあったからだと思います。特に、
入学時から私達を見守ってくださった学年主任の田中安子先生には、感謝してもしきれませ
ん。最後まで私達を応援し、支えてくだ
さって本当にありがとうございました。こ
の春から私達は、各々違う道へと進んでい
ます。困難な道を選んだ人もいれば、新し
い環境に戸惑っている人もいるでしょう。
しかし、私達が洗足生であることに変わり
はありません。大切な仲間と出会わせてく
れたこの学校に感謝し、洗足の名に恥じぬ
よう、それぞれ自分の夢に向けて努力し続
けたいと思います。	（71期　角野ゆうな）

若尾会新委員紹介

若尾会新委員代表挨拶

吉村妃鞠さん和田那月さん

1940年　洗足高等女学校校舎

1980年　第二中高校舎

1948年竣工　目黒復興第１期校舎

1957年竣工　目黒第１期鉄筋コンクリート建校舎

校　章

1927年頃

1949年頃

1960年頃
ペナント

洗足学園中学高等学校の歩み
1923年
大正12年

前田若尾先生が東京府荏原郡平塚村（現・品川区小
山）の私邸に夜間の裁縫塾を開く。

1924年
大正13年 私邸敷地内に校舎を建設し、平塚裁縫女学校開校。

1926年
大正15年

洗足高等女学校を東京府荏原郡碑衾村に開校。平塚裁
縫女学校も同場所に移転。

1928年
昭和3年 平塚裁縫女学校を洗足裁縫女学校に改称。

1936年
昭和11年 洗足裁縫女学校を目黒家政女学校に改称。

1945年
昭和20年 5月24日　東京空襲によって全校舎焼失。

1946年
昭和21年

目黒家政女学校廃止。生徒編入もあり、洗足高等女学
校の生徒数は606名となる。同年、溝ノ口校舎への
移転を開始。校舎は軍用レンズの工場跡で、終戦直後
の荒れようがひどく、職員と生徒で鍬をふるい、机や
腰掛は廃物利用をする状態であった。

1947年
昭和22年

洗足学園女子中学校を開校、第一期生として153名
入学。

10月6日　学園創立者前田若尾先生ご逝去。11日に
校葬が行われた。

1948年
昭和23年 洗足学園女子高等学校を川崎市久本290番地に開校。

1953年
昭和28年

目黒区に洗足学園第一高等学校を開校。

洗足学園女子中学校を洗足学園第一中学校に改称。

川崎市久本290番地に洗足学園第二中学校を開校。

洗足学園女子高等学校は洗足学園第二高等学校に改称。

1976年
昭和51年

第一高等学校・同第一中学校を洗足学園大学附属第一
高等学校・同第一中学校に改称。

第二高等学校・同第二中学校を洗足学園大学附属高等
学校・同中学校と改称。

1979年
昭和54年 洗足学園大学附属第一中学校廃止。

2000年
平成12年 洗足学園大学附属高等学校・同中学校新校舎完成。

2002年
平成14年

洗足学園大学附属高等学校・同中学校を洗足学園高等
学校、同中学校と改称。

洗足学園大学附属第一高等学校を洗足学園第一高等学
校に改称。

2008年
平成20年 洗足学園第一高等学校を廃止。



3 若尾会　会報

終了後、卒業生会員によるミニコンサートを開催します

2019年度 若尾会総会のお知らせ
日時　2019年9月14日（土）10：30～
　　　
場所　洗足学園音楽大学キッズスクウェア視聴覚室
会費　500円（茶菓子・茶付き）　※当日にお支払いいただきます
議題　2018年度事業報告、会計報告・2019年度事業計画案 他

若尾会

※出席連絡は下記の若尾会メールまで「卒業年度・科／
氏名／住所」を８月２日（金）までに送信下さい。

wakaokai@senzoku-gakuen.ed.jp

　日本の伝統（雅楽の調べと舞）と加賀料理を楽しむ会を2018年10月28日に開催いた
しました。始めに福田若尾会副会長より挨拶があり、次に中村音輪会副会長から故澤田若
尾会副会長が立ち上げた今回の会を無事に開催出来たことの喜びと感謝の言葉がありまし
た。島田教頭先生のご挨拶後、雅楽鑑賞が始まりました。管絃は越

え

天
てん

楽
らく

と陪
ばい

臚
ろ

が演奏され、
舞楽は賀

か

殿
でん

と抜
ば

頭
とう

が舞われました。舞われた1人がピアノ科卒業生であり感動的でした。
その後加賀料理を堪能し、植田事務局長、大学ピアノ科の三瓶教授よりお話があり、最後
に幅若尾会副会長の締めの言葉で終了いたしました。	（音輪会 演奏委員長　坂田千雅子）

若尾会・音輪会の生涯学習開催報告

日時　2019年9月14日（土）
　　　13：00に開始予定
場所　洗足学園キッズスクウェア（予定）
対象　洗足学園卒業生で
　　　大学３年生・大学院１年生

　（2016／ 2014年度卒業生）と、
　　　その保護者
主催　洗足学園中学高等学校、
　　　若尾会、賛助会
協力　洗足会、洗足会Fathers’

大学３年生／大学院１年生の若尾会員と保護者を対象に

9月14日土 就活セミナーを開催します

　毎年好評いただいております洗足学園卒業生向けの就
活支援セミナー、今年は2021年４月の就職を目指す大
学３年生・大学院１年生を対象に、２回に分けての実施
です。
　45名が参加した１回目（３月９日）では、就活全体
を概観し、心構えとともに服装・メイクのアドバイスを
行いました。
　２回目は洗足祭の初日9月14日に実施します。最近
就職した洗足学園の卒業生や在校生・卒業生の父母をお
招きし、就活の進め方の実際、自分の将来像の描き方な
ど、具体的な相談が出来る場を作ります。ここでしか聴
けない話が満載のイベントですので、洗足祭の見学かた
がたご来場ください。

詳しくは 洗足学園中学高等学校公式ホームページ をご覧下さい
http://www.senzoku-gakuen.ed.jp/ 洗足学園

　卒業から早２年。私たちは人生の大きな節目を大切な母校で迎
えることができました。多くの仲間が集い、懐かしくとても心地
のよいひと時を過ごしました。これから成人として各々の道を自
ら選び歩んでゆくこと、刺激し合うことができる仲間が確かにい
ること、応援してくださる方々がすぐ側にいること、改めてたく
さんの歓びを感じる幸せな時間でした。この度、成人を祝う会の
開催にご尽力くださいました全ての皆様に、心より感謝申し上げ
ます。今後とも、ご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い致し
ます。	 　（69期 新成人代表　平松由希子）

2017年度
卒業生の「成人を祝う会」　2020年１月13日（月・祝）

〈2018 年 3 月卒業生・普 70 期〉 対象となる卒業生には
別途通知いたします。

2007年度
卒業生の「三十歳の会」　2020年２月16日（日）

〈2008 年 3 月卒業生・普 60 期〉 対象となる卒業生には
別途通知いたします。

2016年度卒業生の成人を祝う会 が、
2019年１月14日（月・祝）に開催されました。

　2月24日（日）カフェテリアにて、2006年度卒業生による
「三十歳の会」をおこないました。多くの卒業生とお世話になっ
た先生方が集い、思い出話に花が咲き、大変賑やかな会となりま
した。
　準備や当日の運営など、多くの方
にお手伝いいただきました。この場
を借りてお礼申し上げます。ありが
とうございました。

（59期　幹事一同）

2006年度卒業生の が、
2019年2月24日（日）に開催されました。

予
告

予
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